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参考資料-１（１／２）

１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機
460 784 784 784 784 1100
1380 2381 2381 2381 2381 3293

1967/9 1969/5 1970/10 1972/9 1971/12 1973/5
1971/3 1974/7 1976/3 1978/10 1978/4 1979/10
BWR3 BWR5

約4800 約5600 約5570 約5570 約5570 約6410

約20000 約22000 約22000 約22000 約22000 約23000

約440 約500 約500 約500 約500 約750

約8.62MPa[gage]

(87.9kg/cm
2
[gage])

約8.62MPa[gage]

(87.9kg/cm
2
[gage])

約8.62MPa[gage]

(87.9kg/cm
2
[gage])

約8.62MPa[gage]

(87.9kg/cm
2
[gage])

約8.62MPa[gage]

(87.9kg/cm
2
[gage])

約8.62MPa[gage]

(87.9kg/cm
2
[gage])

302 302 302 302 302 302

400 548 548 548 548 764
68 - - - - -
- - 516 - - -

332 548 - 548 548 764
- - 32 - - -

約3.66 約3.71 約3.71 約3.71 約3.71 約3.71

97 137 137 137 137 185
マークⅡ

32 34 34.1 34.1 34.1 48.0

17.7（球部）
9.6（円筒部）

20.0（球部）
10.9（円筒部）

20.0（球部）
10.9（円筒部）

20.0（球部）
10.9（円筒部）

20.0（球部）
10.9（円筒部）

25.9

1750 2980 2980 2980 2980 3200

約0.43MPa[gage]

(4.35kg/cm
2
[gage])

約0.38MPa[gage]

(3.92kg/cm
2
[gage])

約0.38MPa[gage]

(3.92kg/cm
2
[gage])

約0.38MPa[gage]

(3.92kg/cm
2
[gage])

約0.38MPa[gage]

(3.92kg/cm
2
[gage])

約0.28MPa[gage]

(2.85kg/cm
2
[gage])

138(D/W)
138(S/C)

138(D/W)
138(S/C)

138(D/W)
138(S/C)

138(D/W)
138(S/C)

138(D/W)
138(S/C)

171(D/W)
105(S/C)

225 225 225 290 290 230

≦65 ≦65 ≦65 ≦65 ≦65 ≦65

約7.2 約9.9 約9.9 約9.9 約9.9 約10.4

約12.0 約12.2 約12.2 約12.2 約12.2 約12.0

約11.8 約11.8 約11.8 約11.8 約11.8 約11.8

約1020 約1424 約1425 約1425 約1425 約1497

900 1240 1220 1590 1590 1770

292 587 514
1331（炉内取出燃料548

体含む）
946 876

100 28 52 204 48 64

注１：原子炉設置許可申請書での単位はkg/cm
2
[gage]

圧力抑制室

プール推量（m
3
）

使用済み燃料プールに貯蔵され
ている新燃料（体）（H22.12末）

使用済み燃料プールの長さ（南
北：海岸線に平行）（m）

使用済み燃料プールの幅（東
西：海岸線に垂直）（m）

使用済み燃料プールの深さ（最
深部）（m）

使用済み燃料プールの容積

（m
3
）

使用済み燃料プールでの使用済
燃料の貯蔵可能体数（体）

使用済み燃料プールに貯蔵され
ている使用済燃料（体）
（H22.12末）

BWR4原子炉形式

建設着工
熱出力（MWt）

原子炉圧力容器
設計温度（℃）

原子炉圧力容器内径（mm）

原子炉圧力容器全重量（t）

原子炉圧力容器全高（mm）

電気出力（MWe）

営業運転開始

原子炉圧力容器
設計圧力（※注１）

格納容器全高（m）

制御棒本数（本）

高燃焼度８×８燃料（本）
９×９燃料(A型)（本）
９×９燃料(B型)（本）
MOX燃料（本）

福島第一原子力発電所設備

格納容器直径（m）

使用済み燃料プール容量（%炉
心分）

使用済み燃料プール使用温度
（℃）

格納容器設計温度（℃）

マークⅠ

燃料集合体数（本）

燃料棒有効長（m）

格納容器設計圧力（※注１）

格納容器形式
（本体）
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参考資料-１（２／２）

1号機 2号機 3号機 4号機 5号機 6号機

系統数 2 2 2 2 2

流量(t/h/系統) 550 1020 1141 1140 1140

ポンプ数(/系統) 2 1 1 1 1

ポンプ吐出圧力（※注１）
約2.0MPa[gage]

(20.0kg/cm
2
[gage])

約3.5MPa[gage]

(35.2kg/cm
2
[gage])

約3.5MPa[gage]

(35.2kg/cm
2
[gage])

約3.3MPa[gage]

(33.4kg/cm
2
[gage])

約3.3MPa[gage]

(33.4kg/cm
2
[gage])

全揚程(m) 200 204 204 204 204

系統数 2 2 2 2 2 2

設計流量(t/h/系統) 705 2960 2600 約2600 約2600 約1900

ポンプ数(/系統) 2 2 2 2 2 2

熱交換器数(/系統) 1 1 1 1 1 1

系統数 1 1 1 1 1

流量(t/h) 682 965 965 966 965

ポンプ数 1 1 1 1 1

全揚程 85.3-16.0 kg/cm
2
[gage] 853-160 m 854-160 m 854-160 m 854-160 m

系統数 2 2 2 2 3

流量(t/h/ポンプ) 約1750 約1820 約1820 約1820 約1690

ポンプ数(/系統） 2 2 2 2 1

ポンプ

　台数 4 4 4 4 3

　流量(t/h) 約1750 約1820 約1820 約1820 約1690

　全揚程(m) 約128 約128 約128 約128 約85

海水ポンプ

　台数 4 4 4 4 4

　流量(m3/h) 約978 約978 約978 約978 約920

　全揚程(m) 約232 約232 約239 約235 約191

熱交換器

　基数 2 2 2 2 2

　伝熱容量(kW/基) 約9.02E+3 約9.02E+3 約9.02E+3 約9.02E+3 約19.3E+3

ポンプ

　台数 2

　流量(m3/h) 465.5

　揚程(m) 45.7

熱交換器

　基数 2

　熱交換能力(kcal/h） 3.8E+06

蒸気タービン

　台数 1 1 1 1 1

　原子炉圧力(MPa[gage]) 約7.73-約1.04 約7.73-約1.04 約7.73-約1.04 約7.73-約1.04 約7.86-約1.04

　出力(kW) 約373-約60 約373-約60 約400-約67 約343-約67 約541-約97

　回転数(rpm) 約5000-約2000 約4500-約2000 約3600-約1900 約4500-約2300 約4500-約2200

ポンプ

　台数 1 1 1 1 1

　流量(m3/h) 約95 約97 約94 約97 約142

　全揚程(m) 約850-約160 約850-約160 約850-約160 約850-約160 約870-約190

　回転数(rpm) 可変 可変 可変 可変 原子炉設置許可申請書に記載なし

系統数 1

流量(t/h/系統) 1442

ポンプ数(/系統) 1

ポンプ吐出圧力（※注１）
約4.1MPa

(42.2kg/cm
2
[gage])

全揚程(m) 218

系統数 1

流量(t/h/系統) 1441

ポンプ数(/系統) 1

ポンプ吐出圧力（※注１）
約9.1MPa

(93.1kg/cm
2
[gage])

全揚程(m) 863-273

系統数 2

タンク有効保有水量(m3/タン
ク)

106

蒸気流量(t/h/タンク) 100.6

ポンプ数 2 2 2 2 2 2

流量(m3/h) 68.1 68.2 68.2 70 68.2 118.1

ポンプ揚程(m) 54.86 77.72 78.0 78.0 77.7 58.5

ポンプ数 2 2 2 2 2 2

流量(m3/h) 80 110 107.9 110 107.9 125

ポンプ吐出圧力(MPa[gage]) 約1.0 約0.9 約0.9 約0.9 約0.9 約0.9

系統数 2 2 2 2 2 2

送風機数(/系統) 1 1 1 1 1 1

排風容量(m3/h/台) 1870 約2700 約2700 約2700 約2700 約4250

系統ヨウ素除去効率(%) ≧97 ≧99.9 ≧99.9 ≧97 ≧97 ≧99.9

個数 3 3 3

全容量(t/h) 約873 約1236 約1236

吹き出し圧力(MPa[gage])
8.51(2個)
8.62(1個)

8.55(3個) 8.55(3個)

吹き出し場所 ドライウェル ドライウェル ドライウェル

個数 4 8 8 11 11 18

全容量(t/h) 約1057 約2938 約2913 約4147 約4149
逃し弁：約6532
安全弁：約7284

7.27(1個) 7.44(1個) 7.44(1個) 7.44(1個) 7.44(1個) 7.37(2個)

7.34(2個) 7.51(3個) 7.51(3個) 7.51(3個) 7.51(3個) 7.44(4個)

7.41(1個) 7.58(4個) 7.58(4個) 7.58(4個) 7.58(4個) 7.51(4個)

7.58(4個)

7.64(4個)

7.64(2個) 7.64(2個) 7.64(2個) 7.64(2個) 7.64(2個) 7.78(2個)

7.71(2個) 7.71(3個) 7.71(3個) 7.71(3個) 7.71(3個) 8.10(4個)

7.78(3個) 7.78(3個) 7.78(3個) 7.78(3個) 8.16(4個)

8.55(3個) 8.55(3個) 8.23(4個)

8.30(4個)

吹き出し場所 サプレッションプール サプレッションプール サプレッションプール サプレッションプール サプレッションプール サプレッションプール

注１：原子炉設置許可申請書での単位はkg/cm2[gage]

安全弁

逃し安全弁

残留熱除去系
（ＲＨＲ）

原子炉隔離時冷却系
（ＲＣＩＣ）

非常用復水器
（ＩＣ）

非常用ガス処理系
（ＳＧＴＳ）

復水補給水系
（MUWC)

燃料プール冷却浄化系
（FPC)

高圧炉心スプレイ系
（HPＣＳ）

原子炉停止時冷却系
（SHC）

工学的安全設備及び原子炉補助設備の比較
福島第1原子力発電所

格納容器冷却系
（ＣＣＳ）

低圧炉心注水系
（ＬＰＣＩ）

炉心スプレイ系
（ＣＳ）

安全弁機能(MPa[gage])

逃し弁機能(MPa[gage])

低圧炉心スプレイ系
（LPＣＳ）

高圧注水系
（ＨＰＣＩ）
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原子力発電所用語集 
※は参考資料－２に図示あり 

 
AO 弁 ： Air Operated Valve ／ 空気作動弁 

圧縮空気によって作動する弁。 

 
APD ： Alarm Pocket Dosimeter ／ 警報付ポケット線量計 

半導体検出器を使用した、警報付き個人モニタである。着用者が

従事した作業件名、作業時刻を記憶可能なものである。 

 
CCS ： Containment Cooling Spray System ／ 格納容器冷却系 

※ １ 原子炉一次格納容器（ＰＣＶ）内の圧力、温度が上昇した場

合、圧力、温度上昇を抑制するため格納容器内に冷却水をスプレ

イする。なお、圧力抑制プール（トーラス）水を冷却する際は、

手動起動にて実施する。福島第一１号機のみに設置。 

アクシデントマネジメント（ＡＭ）上の代替注水手段の１つ。 

以下のような運転方法（モード）を有する。 

（１）格納容器スプレイモード 

（２）トーラス水冷却モード（トーラス水の温度上昇が想定さ

れる場合は、手動起動する。） 

 
CRD ： Control Rod Drive ／ 制御棒駆動機構 

※２ 原子炉手動制御系からの信号により、ＣＲを引抜いたり挿入

したりする設備。 

（通常は引抜き、挿入機能）又、緊急時に手動あるいは原子炉

保護系（ＲＰＳ）からの自動信号により引抜かれたＣＲを炉内

に急速に挿入（スクラム）し燃料の損傷を防ぐ。 

 
CS ： Core Spray System ／ 炉心スプレイ系 

※３ ＥＣＣＳの一つで、冷却剤喪失事故（ＬＯＣＡ）時、燃料の

過熱による燃料および被覆管の破損を防止するため、炉心上部

より冷却水をスプレイし、冷却する装置。この装置は、福島第
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一１～５号機に設置されている。 

 
D/D FP ： Diesel Driven Fire Pump／ディーゼル駆動消火ポンプ 

※４ 消火系に設置されたポンプ。消火系の圧力の低下時、電動機 

 駆動消火ポンプが運転出来ないときに自動起動する。 

 
D/W ：Dry-well ／ ドライウェル 

 原子炉格納容器内の圧力抑制室（Ｓ／Ｃ）を除く空間部。 

 
FCS ：Flammability Control System ／ 可燃性ガス濃度制御系 

LOCA 時、燃料の温度が高くなり被覆管と水が反応して可燃性ガ 

ス（水素）が発生し、ＰＣＶ内に溜まる。 

水素はある濃度以上で酸素（空気）と反応すると爆発的な燃焼

を起こすため水素ガス濃度を安全な濃度以下になるよう処理する

装置。 

 
FP ： Fire Protection System ／ 消火系ライン 

※５ 発電所内の消火系統。通常の消火栓の他、油火災のための炭

酸ガス消火系等がある。ＡＭ上では原子炉への注水に利用でき 

る。 

 
FPC：Fuel Pool Cooling and Filtering System／燃料プール冷却浄化系 

※６ 使用済燃料は再処理のため原子炉から取出し後、燃料体に内

包している核分裂生成物等の出す熱および放射能を再処理に支

障のない値まで健全性を損なわないよう冷却する必要がある。

このプール水を冷却しながら不純物を取り除き水質を決められ

た値に保つ浄化系統をいう。 
 

HPCI ： High Pressure Coolant Injection System ／高圧注水系 

※７ ＥＣＣＳの内の一つで、配管等の破断が比較的小さく、原子

炉圧力が急激には下がらないような事故時、蒸気タービン駆動

の高圧ポンプで、原子炉に冷却水を注入することのできる装置。 
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   ポンプの流量 （＝能力）はＲＣＩＣに比べて約１０倍と大き

いが、ＳＨＣ、ＲＨＲ（約１８００ｍ３/ｈ、福島第一２～５号

機の場合）に比べると小さい。福島第一１号機～５号機に設置

されている。 
 

HPCS ： High Pressure Core Spray System／高圧炉心スプレイ系 

ＥＣＣＳ系の一つで、原子炉圧力が急激に下がらないような事故 

時、独立した電源（ディーゼル発電機）を持ち電動機駆動の高圧ポ 

ンプにより炉心にスプレイし冷却を行う装置。 

福島第一６号機以降に設置されている。（ＫＫ－６、７号機を除く。

ＫＫ－６、７号機は、同様の機能をＨＰＣＦ（High Pressure Core 

Flooder System）が持っている。） 

 

IA ： Instrument Air-System ／ 計装用圧縮空気系 

各建屋内における空気作動の装置・制御器に圧縮 空気を供給す

る設備。この圧縮された空気は作動を確実にするために水分、塵埃

等を取り除いた清浄な空気である。 

 
IC ： Isolation Condenser ／ 非常用復水器 

※８ 原子炉の圧力が上昇した場合に、原子炉の蒸気を導いて水に

戻し、炉内の圧力を下げるための装置（福島第一１号機のみに

設置）。 

 
ITV ： Industrial Television ／ 工業用テレビ設備 

発電所運転員の被曝低減、作業監視及び放射性流体の漏えい監視、

現場制御盤の警報監視、冬季における取水設備の状況監視等を目的

として設置されたテレビカメラ。産業界一般に、現場監視のために

設置されているカメラをＩＴＶと呼んでいる。 

 

M/C ： Metal-Clad Switch Gear ／ 金属閉鎖配電盤（メタクラ） 

所内高電圧回路に使用される動力用電源盤で、磁気遮断器または

真空遮断器、保護継電器、付属計器をコンパクトに収納したもの。
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構成は、常用、共通、非常用の３つから成っている。 

 
MCC ： Motor Control Center ／ モータコントロールセンター 

小容量の所内低電圧回路に使用する動力電源盤で配線用遮断機、

電磁接触器、保護継電器を各ユニットにコンパクトに収納したもの

で、発電所の補機用動力盤として使用されている。構成は、常用、

共通、非常用の３つから成っている。 

 
MO 弁 ： Motor Operated Valve ／ 電動駆動弁 

系統の論理回路等からの電気信号を受けて、弁駆動部を電動機に

よって動かし開閉する弁。 

 
MP ： Monitoring Post ／ モニタリングポスト 

発電所敷地周辺の数カ所に設置され、空間γ線量率を測定してい

る。移動しながら測定を行える車両をモニタリングカーという。 

 
MSIV ： Main Steam Isolation Valve ／ 主蒸気隔離弁 

主蒸気配管は、原子炉格納容器（ＰＣＶ）を貫通してタービンに

通じている。そのため、主蒸気管がＰＣＶを貫通する内部と外部に

隔離弁を設け、配管破断等が起きた場合に、隔離弁を全閉とし、放

射性物質を含む蒸気が系外に放出されるのを防止する。 

 
MUWC ： Make-Up Water System (Condensate)／復水補給水系 

※９ 発電所の運転に必要なさまざまな水（水源は、復水貯蔵タン

ク、基本的には原子炉等で使われた水を浄化したもので、若干

の放射能を含むがその濃度は低い）を、ポンプ（復水移送ポン

プ）を利用して供給する系統。 

非常用ではないが、ＡＭ上では原子炉への注水に利用できる。

ポンプの流量はＲＣＩＣより小さい （約７０ｍ３/ｈ)。 

 
P/C ： Power Center ／ パワーセンター 

所内低電圧回路に使用される動力電源盤で気中遮断器（ＡＣＢ）、
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保護継電器、付属計器をコンパクトに収納したもの。構成は、常用、

共通、非常用、の３つから成っている。 

 
PCV ： Primary Containment Vessel ／ 原子炉格納容器 

※10 鋼鉄製の容器で、原子炉圧力容器をはじめ、主要な原子炉施

設を収納している。冷却材喪失事故等が生じた場合、放射性物

質を閉じ込め発電所敷地周辺への放射能の漏れを制限する設備

で、水のないドライウェルと圧力抑制プール（ウェットウェル）

で構成されている。 

 
P&ID ： Piping and Instrumentation Diagram ／配管計装線図 

発電所設備を系統別にわけ、決められた記号により配管、弁、ポ

ンプ、計器等を図面にしたもの。 

 
R/B ： Reactor Building ／ 原子炉建屋 

原ＰＣＶ及び原子炉補助施設を収納する建屋で、事故時に一次格

納容器から放射性物質が漏れても建屋外に出さないよう建屋内部を

負圧に維持している。別名原子炉二次格納容器ともいう。 

 
RCIC：Reactor Core Isolation Cooling System ／ 原子炉隔離時冷却系 

※11 通常運転中何らかの原因で主蒸気隔離弁（ＭＳＩＶ）の閉

等により主復水器が使用できなくなった場合、原子炉の蒸気

でタービン駆動ポンプを回して冷却水を原子炉に注水し、燃

料の崩壊熱を除去し減圧する。また、給水系の故障時などに、

非常用注水ポンプとして使用し、原子炉の水位を維持する。Ｒ

ＣＩＣポンプの流量は、ＨＰＣＩの約１／１０程度の約９６ｍ３

/ｈ（福島第一２～５号機の場合）で、さほど大きくない。 

 
RHR ： Residual Heat Removal System ／ 残留熱除去系 

※12 原子炉を停止した後、ポンプや熱交換機を利用して冷却材の

冷却（燃料の崩壊熱の除去）や非常時に冷却水を注入して炉水

を維持する系統（非常用炉心冷却系ＥＣＣＳのひとつ）で、原
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子炉を冷温停止に持ち込めるだけの能力を有している。ポンプ

流量・熱交換機ともに能力が高く、以下のような運転方法（モ

ード）を有する。 

(1) 原子炉停止時冷却モード 

(2) 低圧注水モード (ＥＣＣＳ) 

(3) 格納容器スプレイモード 

(4) サプレッションチャンバー冷却モード 

(5) 非常時熱負荷モード 

 
RHRS ： RHR Sea Water System ／ 残留熱除去機器冷却海水系 

※13 残留熱除去系の冷却水は、熱交換器を介して冷却している。

この残留熱除去系の冷却水を冷却するために海水を供給する系

統。 

 
RPS ： Reactor Protection System  ／ 原子炉保護系  

機器の動作不能、操作員の誤操作等により、原子炉の安全性を損

なう恐れのある過渡が生じた場合、あるいは予想される場合、原子

炉をすみやかに緊急停止（スクラム）させる装置。 

 
RPV ： Reactor Pressure Vessel  ／ 原子炉圧力容器  

※14 燃料集合体、制御棒（ＣＲ）、その他の炉内構造物を内蔵し、

燃料の核反応により蒸気を発生させる容器。 

 
S/B ： Service Building ／ サービス建屋 

発電所の運営に必要な中央操作室、保安管理室、チェックポイン

ト等のある建屋。 

 
S/C ：Suppression Chamber（Suppression Pool） ／ 圧力抑制室 

※15 沸騰水型炉（ＢＷＲ）だけにある装置で、常時約３０００ｍ３

（福島第一２～５号機の場合）の冷却水を保有しており、ＬＯ

ＣＡ時に炉水や上記が放出され、その結果、格納容器内圧力が

上昇するが、炉水や上記をベント管等により圧力抑制プールへ
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導いて冷却し、格納容器内の圧力を低下させる設備。また、Ｅ

ＣＣＳ系の水源としても使用している。 

 
SHC ： Shut Down Cooling System ／ 原子炉停止時冷却系 

 原子炉を停止した後、ポンプと熱交換機を利用して冷却材（炉水）

を冷却し、崩壊熱を除去するための設備。原子炉を冷温停止に持ち

込めるだけの能力を有し、ポンプ流量・熱交換機能力ともに高い。 

福島第一１号機のみに専用系統の設備（ＳＨＣには熱交換器がな 

いが、別系統で海水に熱を捨てる。）が設置されている。 

（福島第一１号機以外の他号機は、ＲＨＲ系に本冷却機能「原子炉

停止時冷却モード」を有している。） 

 
SLC ： Stand by Liquid Control System ／ ほう酸水注入系 

※16 原子炉運転中、何らかの原因で制御棒の挿入ができない場合

に、中性子吸収能力の高い五ほう酸ナトリウム溶液を注入して

原子炉を停止させる制御棒のバックアップ装置。 

 
SRV ： Safety Relief Valve ／ 逃がし安全弁 

※17 原子炉圧力が異常上昇した場合、圧力容器保護のため、自動

あるいは中央操作室で手動により蒸気を圧力抑制プールに逃す

弁（逃した蒸気は圧力抑制プール水で冷やされ凝縮する）で、

他に非常用炉心冷却系（ECCS：Emergency Core Cooling 

System）の自動減圧装置（ADS：Automatic Depressurization 

System）としての機能も持っている。 

 
TAF ： Top of Active Fuel ／ 有効燃料頂部 

燃料域水位計の０点。燃料集合体のうちペレットが存在する一番

上部をいう。 

 
T/B ： Turbine Building ／ タービン建屋 

主タービン、発電機、主復水器、原子炉給水ポンプ及びタービン

補機等を収納する建屋。 
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アクシデントマネジメント 

 過酷事故に至るおそれがある事象が万一発生しても、それが過酷

事故に拡大するのを防止し、あるいは万が一過酷事故に拡大した場

合にもその影響を緩和するために現有設備を最大限に利用して、こ

れに対処することであり、このための手順書の整備、設備の充実、

教育・訓練等の活動全般を指す。 

 
非常用ガス処理系 

原子炉建屋内で放射性物質漏えい事故が発生した時、自動的に常

用換気系を閉鎖すると共に、原子炉建屋内を負圧に保ちながら、建

屋内の放射性よう素や粒子状放射性物質の外部放出を低減する装置。 

 
中央制御室非常用換気空調系 

原子炉建屋内で放射性物質漏えい事故が発生した時、自動的に中

央制御室と外気を隔離すると共に、中央制御室内の空気を再循環しな

がら、中央制御室の環境を清浄に保つための装置。 

 
ページング 

所内各箇所に設置されたハンドセットステーションとスピーカで

構成された、所内連絡用設備。操作が簡単で、高騒音環境下でも明

瞭な放送及び通話ができる。 

 
格納容器ベント 

ＰＣＶの圧力の異常上昇を防止し、ＰＣＶを保護するため、放射

性物質を含む格納容器内の気体（ほとんどが窒素）を一部外部に放

出し、圧力を降下させる措置。 

Ｄ／ＷとＷ／Ｗの２つのベントラインがあり、それぞれのライン

にＡＯ弁の大弁、小弁がある。２つのラインの合流後にＭＯ弁とラ

プチャーディスクがあり、その先は排気筒に繋がっている。 

 ※18 Ｄ／Ｗベントライン  ※19 Ｗ／Ｗベントライン 
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参考資料－３ 

 

逆洗弁ピット 

復水器細管を洗浄するために、細管内の海水の流れを逆にするた

めの弁が設置されている場所。 

 
原子炉圧力容器の漏えい試験 

 原子炉冷却材圧力バウンダリを通常運転時の状態に加圧し、漏え

いを確認する試験。定期検査ごとに実施するこの試験は、原子炉内

温度が最低使用温度を下回らないように管理して行う。 

 
物揚場 

発電所の港湾設備の一部。船により輸送してきた機器類をおろす

場所。 

 
以 上 
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注水時における水源の位置関係図 

１号機２号機３号機４号機

R/B R/B R/B
R/B

T/B T/B T/B
T/B

Rｗ/B
Rｗ/B Rｗ/B Rｗ/B防火

水槽
防火
水槽

防火
水槽

防火
水槽

逆洗弁ピット 逆洗弁ピット 逆洗弁ピット 逆洗弁ピット

防火
水槽

北

物揚場

海

１号機２号機３号機４号機

R/B R/B R/B
R/B

T/B T/B T/B
T/B

Rｗ/B
Rｗ/B Rｗ/B Rｗ/B防火

水槽
防火
水槽

防火
水槽

防火
水槽

逆洗弁ピット 逆洗弁ピット 逆洗弁ピット 逆洗弁ピット

防火
水槽

北

物揚場

海
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参考資料－５ 

原子力防災組織の業務 

【発電所】 

 

 

 

 
情報班 

1.本店対策本部との情報の受理・伝達 

2.各班情報の収集 

   

 

 
通報班 1.社外関係機関への通報・連絡 

   

 

 
広報班 1.マスコミ対応 

   

 

 

技術班 

1.事故状況の把握評価 

2.事故影響範囲の推定 

3.事故拡大防止対策の検討 

   

 

 

保安班 

1.発電所内外の放射線・放射能の状況把握 

2.被ばく管理・汚染管理 

3.放射能影響範囲の推定 

   

本部（統括管理） 

 

本部長：原子力防災管理者（発電所長） 

復旧班 

1.応急復旧計画の立案と措置 

2.事故復旧計画の立案 

3.火災を伴う場合の消火活動 

   

 

 

発電班 

1.事故状況の把握 

2.事故拡大防止に必要な運転上の措置 

3.発電所施設の保安維持 

   

 

 
資材班 

1.資材の調達および輸送 

2.機動力の調達 

   

 

 
厚生班 

1.食糧・被服の調達 

2.宿泊関係の手配 

   

 

 
医療班 1.医療活動 

   

 

 

総務班 

1.所内への周知 

2.対策本部の設置・運営 

3.要員の呼集及び輸送 

4.他の班に属さない事項 

   

 

 

警備誘導班 

1.所内の警備 

2.一般入所者の避難・誘導 

3.物的防護施設の運用 
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原子力防災組織の業務 

【本店】 

 

   

   
情報班 

1.本部指令の伝達 

2.発電所対策本部との情報の収集・連絡 

     

   

   
官庁連絡班 1.中央官庁への報告・連絡 

     

   

   
広報班 

1.マスコミ対応 

2.お客様対応 

     

   

   

給電班 
1.電力系統の運用 

2.需給調整 

     

  
本部（統括管理） 

 

本部長：社長   

保安班 
1.発電所被害状況の把握 

2.放射線管理の総括 

     

   

   

技術・復旧班 

1.事故状況の把握 

2.事故影響範囲の評価 

3.応急復旧の総括 

4.事故拡大防止策の評価 

5.現地への専門技術者の派遣 

     

   

   
資材班 

1.復旧資機材の調達 

2.復旧資機材・医師等の緊急輸送 

     

   

   

厚生班 

1.食料・被服の調達 

2.宿泊関係の手配 

3.専門医，専門病院の手配 

4.緊急医療の総括 

     

   

   

総務班 

1.本部の設置・運営 

2.要員の非常召集 

3.本店建物の警備 

4.他の原子力事業者への応援要請 
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参考資料ー６ 

 

 

１．管理区域の区域区分に係る値 

汚染の程度 
による区分 

汚染－Ａ区域 
（汚染なし） 

汚染－Ｂ区域 
（汚染－Ｂ） 

汚染－Ｃ区域 
（汚染－Ｃ） 

表面汚染密度 
（ﾍﾞｸﾚﾙ／cm２） 

汚染のおそれなし ４未満 ４０未満 

空気中の放射性 
物質濃度 

（ﾍﾞｸﾚﾙ／cm３） 
汚染のおそれなし １×１０－４未満 １×１０－３未満 

注）・基準値には、天然核種を含まない。 
   ・表面汚染密度の基準値は、原則としてスミア法による値とする。 
   ・空気中の放射性物質濃度については、６０Ｃｏを代表とした。 

 

２．保護衣・保護具類の着用基準 

      区域区分 
保護衣類 

汚染－Ａ※１ 汚染－Ｂ１※２ 汚染－Ｂ２※２ 汚染－Ｃ 

一般作業服 ○ ○   ○※３ － 

Ｂ服 －  ○※4 ○ － 

Ｃ服 － － － ○ 

アノラック － － －   ○※５ 

Ｂ手袋 － ○ ○ － 

Ｃ手袋 － － －   ○※５ 

薄ゴム手袋 － －   ○※６ ○ 

Ｂ靴下 － ○ ○ ○ 

Ｃ靴下 － － －  

Ｂ靴 － ○ － － 

Ｂ２靴 － － ○ － 

Ｃ靴 － － － ○ 

Ｃ帽子 － － － ○ 

一般作業用ヘルメット ○ ○   ○※３ － 

Ｂヘルメット －   ○※4 ○ － 

Ｃヘルメット － － － ○ 

 ※１ 汚染－Ｂ１を通過して入域する場合は、汚染－Ｂ１区域の保護衣類を着用する。 

 ※２ 汚染の程度による区分ではＢ区域であるが、外部放射線に係わる線量当量率に 
よる区分で、線量－１（汚染－Ｂ１）と線量－２（汚染－Ｂ２）とに分ける。 

 ※３ パトロール等放射線防護上必要がないと判断した場合は、Ｂ服，Ｂヘルメット 
の代わりに着用することも可とする。 

 ※４ 必要に応じて一般作業服あるいは一般作業用ヘルメットの代わりに着用する 
ことも可とする。 

※５ 必要に応じ着用する。 
※６ パトロール等放射線防護上必要がないと判断した場合は省略可とする。 

管理区域作業における装備他 
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参考資料ー６ 

 

 
 
 

 

一般作業服 
Ｂ手袋・Ｂ靴・ 
Ｂヘルメット 

Ｂ服 
Ｂ手袋・Ｂ靴・ 
Ｂヘルメット

Ｂ服
Ｂ手袋・薄ゴム手袋・ 
Ｂ２靴・Ｂヘルメット 

３．保護衣・保護具類着用例 

Ｃ服 
薄ゴム手袋・Ｃ帽子・
Ｃ靴下 

Ｃ服 
薄ゴム手袋・Ｃ帽子・ 
Ｃ靴下・Ｃ靴・ 
Ｃヘルメット 
（必要に応じＣ手袋） 

アノラック上下

全面マスク 

フードマスク 
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